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華
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各
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体
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次
々
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、
響
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「
十
和
田
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や
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」
は
、
多

く
の
観
客
を
魅
了
し
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し
た
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今
年
は
期
間
中
に
、
市
制
施
行

10
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
「
駒

の
里
時
代
絵
巻
パ
レ
ー
ド
」
や

「
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
・

ス
ペ
シ
ャ
ル
パ
レ
ー
ド
」
も
行
わ

れ
、
ま
つ
り
を
大
い
に
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

　

秋
ま
つ
り
の
人
出
は
、
10
周
年

記
念
事
業
開
催
効
果
や
天
候
に
恵

ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
昨
年
を

７
万
５
千
人
上
回
る
29
万
５
千
人

を
記
録
。
市
内
外
か
ら
多
く
の
か

た
が
訪
れ
、
〝
十
和
田
市
秋
ま
つ

り
〞
を
楽
し
み
ま
し
た
。　

鳴り響く鳴り響く十和田囃子十和田囃子

第８回十和田囃子競演会 『あけぼの祭典委員会』が初優勝
　中日の６日、市相撲場で開催された「第８回十和田囃子競演会」。
14団体が参加し、太鼓や笛、かねの音で奏でる十和田囃子を競いました。
　上位４チームには「西十一番町町内会」、「あけぼの祭典委員会」、
「公園街地区町内会連合会」、「南町内会」が進出。トーナメント方
式で争われた結果、「あけぼの祭典委員会」が初優勝を遂げました。
　同委員会は、昨年の大会で上位４チームに進出したものの準決勝で
敗れ第３位。そのとき流した悔し涙をバネに栄冠を手にしたメンバー
には、喜びの笑顔があふれていました。

優勝　あけぼの祭典委員会 準優勝　西十一番町町内会

昨年の悔しさをバネに

勝勝
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1 夕焼けに浮かび上がるライトアップされた山車
2 息の合ったダンスに大きな声援が送られました
3 西小稲祭典委員会恒例の児童らによる舞踊。山車の前で優美に
    踊る姿はまつりに華を添えます
4 夜が進むにつれ、盛り上がりも最高潮に。各団体心を一つに
　 まつりを盛り上げます
5 初日の夜間は５基の神輿が登場。担ぎ手が威勢の
　 良い掛け声を発し、官庁街通りを練り歩きました
6 多くの人が繰り出した中日。夜間運行終了後の
　 官庁街通りはすれ違うのも困難なほどに
7 キャラクターすくいを楽しむ子ども。まつり期
　 間中の屋

や た い

台は子どもたちの楽しみの一つ
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十和田市秋まつり

❖十和田市秋まつりの写真は市ホームページ「十和田市写真館」で公開しています。

華やいだ雰囲気にピースサインで応える華やいだ雰囲気にピースサインで応える

子どもたちも大盛り上がり！子どもたちも大盛り上がり！ 美しい音色を奏でる笛奏者美しい音色を奏でる笛奏者

力強い力強い手手
てびらて び ら

平平がねの音が響くがねの音が響く

ミッキー?見参！
ミッキー?見参！
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